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校長室より 

校 長  松 井 幹 夫 

 

１．中学部第２5回卒業証書授与式、小学部第２7回卒業証書授与式を終えて  

３月３日（土）に行われました中学部第２５回卒業証書授与式および３月１０日（土）に行われました小

学部第２７回卒業証書授与式に、ご多忙のなか、台中日本人学校運営委員会 副委員長 石口 功様、運営

委員 貝瀬 嗣夫様、日本交流協会台北事務所 総務部長 伊藤 康一様、総務部主任 濱田 雄二様を始

め大勢のご来賓の皆様、保護者の皆様にご臨席いただき、盛大に挙行することができました。ありがとうご

ざいました。 

義務教育課程を無事修了した中学部３年生８名、義務教育前期の課程を無事終えた小学部６年生１３名は、

身も心も立派に成長し、台中日本人学校で過ごした懐かしい思い出を胸に、それぞれの「夢と希望に向かっ

て」立派に巣立っていきました。 

在校生も、卒業生と過ごした日々を懐かしく思い出しながら式に参列し、共に卒業を祝い、見送りました。

感動を与える素晴らしい卒業式でした。 

 小・中卒業生の保護者の皆様より卒業記念品として「一眼レフデジタルカメラ」を寄贈していただきまし

た。今後、学校行事等の教育活動に生かしていきたいと思います。いつまでも大切に使わせていただきます。

本当にありがとうございました。 

 

２．一年間を無事終えて  

 本日、修了式・離任式を無事終え、平成１８年度の全ての教育課程が終わったことをご報告致します。 

子どもたちが大きな病気・ケガ等なく、この一年を終了できたのは、学校運営委員会・ＰＴＡ会長を始め



役員の方 ・々保護者の皆様のご支援・ご協力・ご理解のお陰と感謝しております。ありがとうございました。 

 

３．６名の教員が帰国します  

 お世話になった佐々木 智教諭（秋田県）、澤 新吾教諭（埼玉県）、浦田 祥子教諭（千葉県）、薄井 義

彦教諭（岐阜県）、西原 浩子教諭（宮崎県）の５名の先生方が、本年度で任期を終え、帰国されます。先生

方におかれましては、それぞれの立場で素晴らしい活躍と実績を残されました。感謝とともに厚くお礼申し

あげます。 

先生方とは本日でお別れになりますが、日本各地の新しい赴任先でまた素晴らしい力を発揮され、ますま

すのご活躍を願っています。いつまでも台中日本人学校の子どもたちの健やかな成長と将来を側面から見守

り続けていただければ幸いです。 

 私、校長 松井 幹夫（兵庫県）も帰国いたします。ありがとうございました。 

 

４．春休みを迎えるにあたって  

 いよいよ明日１８日（日）から４月８日（日）までの２２日間が、春休みとなります。 

春休みは、「学年のまとめをし、進級・進学の準備をする」など子どもの健全な成長を図る上でとても大切

な期間です。 

学校では、安全で充実した春休みになるよう子どもたちに指導しました。ご家庭でも、お子さんの生活に

ご配慮いただき、子どもたち全員が、気持ちよく、張り切って新年度を迎えられるようご協力をお願いしま

す。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

中学部３年生を送る会（３月１日） 

 

 

 

 

 

 

 

中学部で「３年生を送る会」が行われました。１、２年生は元気な歌や踊りで感謝の気持ちを表しました。

３年生はファッションショー？でお礼の気持ちを表しました。また、別れのメッセージや後輩へ捧げる言葉な

どもあり、楽しくにぎやかな中にも別れを惜しむしっとりとした雰囲気がありました。 

 

中学部卒業式（３月３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 中学部８名の子どもたちが立派に台中校を巣立ちました。卒業生１人ひとりの言葉は感動的でした。３年間

の思い出や感謝の言葉を涙を流しながら言う子、言葉を詰まらせる子。これからはそれぞれ自分の道を真っ直

ぐに歩んでいくことでしょう。小学部１年生は涙、涙でした。 

 

 

 

 

 

 

窓 



小学部６年生を送る会（３月６日） 

 

 

 

 

 

 

 

 新児童会、５年生が中心となって企画運営をしました。６年生の思い出の写真がスクリーンに映し出される

と「かわい～」「誰々？」などの声が。また、縦割り班での楽しいゲームやクイズ、歌、６年生からはお礼と

してダンスが披露され、和気藹々とした雰囲気が会場を包みこみました。 

 

小学部卒業式（３月１０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 小学部１３名の子どもたちが堂々と巣立っていきました。呼びかけ、式歌ともしっかりとした声で語り、歌

い、たくましさを感じました。在校生の歌声も式にすてきな花を添えました。ナンバーワンにならなくてもオ

ンリーワンで自分らしさを大切に大きく羽ばたいていってくれることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

ありがとうございました      学校長 松井 幹夫  
 

 台中日本人学校に赴任し、４年間が過ぎました。 

 この４年間、異国の地で出会った素晴らしい子どもたち、学校を支えてくださった学校運営委員会の皆様、

ＰＴＡ役員の皆様、保護者の皆様、台湾の人々、台中日本人学校で共に働くことのできた教職員に感謝いた

します。 

 帰国にあたり、校長として与えられ託された責務を十分に果たすことができたか、自問自答しています。

また、子どもたちの成長に少しでも力添えができたでしょうか。 

私が台中日本人学校で出会った子どもたちの幸せと健やかな成長を楽しみに、任を終えたいと思います。 

台中日本人学校は来年度、開校３０周年を迎えます。益々の発展をお祈りします。  

本当にありがとうございました。 

 

 

 

離任のあいさつ              佐々木 智 

 

 ３年前、台湾のこと、台中のこと、台中校のことを何も知らずに不安いっぱいでやってきた私も、無事任期

を終え帰国することとなりました。これもひとえに、元気で優しい台中校の子ども達、保護者の皆様をはじめ、

お世話になった全ての方々のおかげと思っております。本当にありがとうございました。 

 日々の授業や休み時間、修学旅行、宿泊学習、運動会など、１日１日そしてすべての行事が大切な思い出と

なりました。 

 私が戻る秋田県は、今年は暖冬とはいえ、まだ肌寒く雪も降る時期です。まずは、その気候に身体を慣らす

ところから始めたいと思います。そして４月からは、台中校で、そして台湾で学んだことを、日本の子ども達

のために生かしていければと思います。本当にお世話になりました。さようなら。 
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「数が苦」から「数楽」へ        澤 新吾 

 

 「海外で暮らしている日本人の子どもたちに数学の楽しさを教えよう。」と志してから５年。志がかなって

台中校に勤務して３年。あっという間に月日が過ぎてしまいました。台中校のみなさんのおかげで無事に勤務

を終えることができました。 

 台中校では、小学生の担任・社会・算数、数多くの学校行事など日本でできない仕事を経験させてもらいま

した。その中で、先生に対する期待に溢れた目の輝きに多く触れ、この仕事のおもしろさ・重要さを再認識す

ることができました。 

タイトルは私のライフワークです。算数・数学の苦手な子どもが一人でも多く、「授業がわかるようになっ

た。」「数学が楽しくなってきた。」と導けるように、子どもたちの立場になって考え、工夫してきました。４

月からは埼玉県の中学教師に戻ります。台中校での３年間の経験も生かしながら、これからも努力を続けてい

きます。 

本当にお世話になりました。再見！ 

 

転任のあいさつ              薄井 義彦 
 
小学５年生を初めて担当した１年目、中学３年生を担当し海外での進路指導の難しさを感じた２年目、小学

部全員の担任のつもりで過ごした３年目。来台からあっという間に３年間が過ぎてしまいました。 

今、これまでの３年間を振り返ってみると、子どもたちの明るく元気な姿が思い出されます。照りつける太

陽のもと腰を低くして力強さを表現した正調ソーラン節。全校児童生徒がバトンと心をつないだ全校リレー。

痛くても我慢して完成させた組み立て体操。水しぶきと歓声が響き渡った水泳の授業。苦しくても最後まで走

りきったマラソン大会。３年間、ここ台中で充実した日々を送ることができました。  
その間、保護者の皆様、台湾の皆様をはじめ、多くの方々のご理解とご支援をいただきながら教育活動を進

めることができました。本当にありがとうございました。 
 これからは、朝日に輝く校舎を見ることも、青空に向かって真っ直ぐに伸びる大王やしを見上げることも、

元気な挨拶で一日をスターとさせることも、学校で採れた黄色く色づいたバナナを食べることも、そして家族

のような台中校の子どもたちと会うこともできなくなると思うと寂しい気持ち

で一杯です。 
これからは、故郷の岐阜へ帰り、ここ台中で学んだことを活かして頑張って

いきたいと思います。この３年間本当にありがとうございました。またお会い

できる日を楽しみしています。再見。 
 

 

 

 

 

 

 



感謝をこめて               浦田 祥子 

 

 この度、３年間の勤務を終え、帰国することになりました。 

この３年間、いろいろなことがありました。 

 １年目は、折々に行った音楽朝会と様々な行事を無我夢中で行ったことを覚えています。  

２年目は、中学生とともに行った「和太鼓」のオリジナル演奏が心に残っています。 

 ３年目は、小学３年生とともに行った学習発表会「スーホの白い馬」に力を注ぎました。 

 作り上げることは楽しいことですが、厳しいことでもありました。この行事を通して、本当に子どもたちは

効果的に成長するのか、自問自答しながらの日々でした。 

 私は、何かあるたびにいつも、優しい周りの人々に助けられてきました。その人々は、ある時は先生方であ

り、保護者の皆様であり、または児童・生徒たちでした。 

 台中校の子どもたちのよさは、子どもたちをいつも励まして下さる家庭があってこそだと思っています。３

年間、いつも一生懸命な子どもたちのエネルギーを感じながら、進んでいくことができました。本当に、お世

話になりました。 

 感謝とともに、皆様の今後のご発展をお祈りいたします。謝謝。そして、再見。 

  

惜別の時                 西原 浩子 
 

 台中校の玄関から、朝、東の空を眺めると、ブルーグレイの絵の具を薄く塗ったような空にオレンジ色の朝

日が浮かび、その美しさに思わず足を止めたことが幾度もありました。雨上がりには遠くの山の稜線や台中の

町並みの輪郭がくっきりと見え、いつもとは違ったその眺めに思わず深呼吸をすることもありました。最近、

台中校の玄関からこういった光景を目にするたびいつも思うこと、それは「あと何回この景色を見られるのだ

ろう」ということでした。そのたびに「この美しさをしっかり瞼の裏に焼き付けておこう」とも誓いました。 

 そしていよいよ今日がこの眺めに足を止めることのできる最後の日となりました。３年前、初めて台中校に

足を踏み入れた時、玄関は卒業式から着任式にかけての装飾が美しく施され、広いガラス面には花が咲き乱れ、

蝶がひらひらと舞っていました。あの日ははるか昔のことのような気もしますし、つい昨日のことのような気

もします。 

 この３年間の日々は神様が私に下さったプレゼントだと思っています。本当に幸せな毎日でした。皆様、本

当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 



小学部 第２７回卒業生 
 

 

 

 

 

 

                                              

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校生活が、今、終わろう

としています。こうして無事に

卒業できるのも支えてくれた

方々のおかげです。中学ではこ

の台中校で学んだことを生かし

て頑張っていきます。今まで本

当にありがとうございました。 

 

もうすぐ私の小学校生活

が終わります。この六年間

の生活はとても充実してい
ました。運動会や秋祭り、

友だちと過ごした日々、一

日一日が私の大切な思い出
です。今まで私を支えてく

れた先生方、家族、そして

友だちに感謝し、中学校生
活も充実した毎日を送りた

いと思います。 

長かった小学校六年間の生活も、

今日でその幕が下ろされます。この

台中校での三年間は僕にとって貴

重な経験になりました。クラスのみ

んなや先生方に支えてもらいなが

ら、楽しく過ごすことができまし

た。これから待っている中学校生活

も実りあるものにしたいです。 

 

 

 僕は五年生の時に台中校
に転校してきましたが、み

んなすぐに仲良くなってく

れました。今ではもう台中
校の全員が友だちです。ま

た、先生方には、生活、勉

強、部活などでたくさんお
世話になりました。これか

らも中学部で頑張ります。

みなさん、本当にありがと
うございました。 

私 は 新 しい 校 舎 とと も

に、台中校に一年生から通
いました。新しい校舎、新

しい先生、新しい友だち、

全てが新鮮でした。楽しか
っ た こと 、 悔し かっ た こ

と、いろいろあった六年間

の 生 活も 今 日で 終わ り ま
す。この思い出は決して忘

れません。今まで本当にあ

りがとうございました。 

僕は小学校生活最後の二年を台

中校で過ごしました。この二年間

で僕はたくさんのことを学びまし

た。これからもたくさんのことを

学びたいと思います。そして壁に

ぶつかったときは、今まで学んだ

ことを生かして乗り越えていきた

いと思います。今まで本当にあり

がとうございました。 

 




